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国
民
体
育
大
会
を
迎
え
ま
す

　
　
　
　
　
　

本
年
十
月
、
五
十
年
ぶ
り
に
兵
庫

　
　
　
　
　

県
で
第
六
十
一
回
国
民
体
育
大
会
が

　
　
　
　
　

開
催
さ
れ
ま
す
。
九
月
三
十
日
に
、

　
　
　
　
　

ユ
ニ
バ
ー
記
念
競
技
場
（
神
戸
市
）
で

　
　
　
　
　

行
わ
れ
る
開
会
式
を
皮
切
り
に
、
十　

　
　
　
　
　

月
一
日
か
ら
十
日
ま
で
、
県
下
全
市　

　
　
　
　
　

町
を
舞
台
に
正
式
競
技
三
十
七
競
技
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公
開
競
技
三
競
技
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
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ツ
な
ど
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
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ン
行
事
が
開
催
さ
れ
ま
す
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芦
屋
市
の
開
催
競
技

　
　
　
　
　
　

市
で
は
、「
ラ
イ
フ
ル
射
撃
（
セ
ン　

　
　
　
　
　

タ
ー
・
フ
ァ
イ
ア
・
ピ
ス
ト
ル
）・
十　

　
　
　
　
　

月
一
日
～
三
日
」
、「
カ
ヌ
ー
（
フ
ラ
ッ

ト
ウ
ォ
ー
タ
ー
レ
ー
シ
ン
グ
）・
十
月
六
日
～
九
日
」
、

「
ス
ポ
ー
ツ
芸
術
・
九
月
二
十
七
日
～
十
月
九
日

（
予
定
）
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
　

市
民
一
人
ひ
と
り
が
創
る
国
体

　

市
は
、
震
災
時
に
寄
せ
ら
れ
た
ご
支
援
に
対
す
る

感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
、
全
国
か
ら
来
ら
れ
る
選

手
・
関
係
者
を
温
か
く
お
迎
え
す
る
「
感
謝
国
体
」
を

め
ざ
し
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
一
人
で
も
多
く
の
市

民
の
皆
さ
ん
に
い
ろ
い
ろ
な
形
で
国
体
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
私
が
「
す
る
」
…
九
月
十
七
日
（
予
定
）
に
、「
大
会

旗
・
炬
火
リ
レ
ー
隊
」
が
市
内
を
走
り
ま
す
。
あ
な
た

も
リ
レ
ー
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
走
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

春
頃
、
ラ
ン
ナ
ー
を
募
集
す
る
予
定
で
す
。

■
私
が
「
み
る
」
…
観
覧
席
か
ら
、
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
競

技
を
展
開
す
る
代
表
選
手
に
熱
い
声
援
を
送
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
、
あ
な
た
の
応
援

で
日
本
記
録
が
出
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

■
私
が
「
さ
さ
え
る
」
…
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
国
体
に
参
加
し
、
共
に
喜
び
と
感
動
を
分
か

ち
合
い
ま
せ
ん
か
。
カ
ヌ
ー
競
技
審
判
員
、
大
会
運

営
補
助
員
（
駅
案
内
・
受
付
・
飲
料
接
待
・
式
典
補
助
・

会
場
美
化
等
）
、
歓
迎
運
動
（
花
育
成
・
手
作
り
の
ぼ

り
製
作
等
詳
細
未
定
）
な
ど
多
く
の
仕
事
が
あ
り
ま

す
。
あ
な
た
の
参
加
を
ぜ
ひ
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

新春特別企画　　　平成18年新春市長対談　vs　公立中学生

広報トピックス　　美術博物館「童美展」

　　　　　　　　　歩いてみよう！ わが街芦屋を

イベント情報　　　ヨドコウ迎賓館の雛人形展

芦屋の中の韓国　　オク・ユン・ジョンさん　韓国のお正月

１
月

放送時間
〔30 分〕

芦屋市広報番組　あしや30サーティーmin.

※ 「J:COMスペシャルデー」のため、 １月28日(土)の①の放送はありません。
■番組に関する問い合わせ　広報課　緯38-2006　■C A TV全般に関する問い合わせ

㈱ケーブルネット神戸芦屋(J：C O M)カスタマーズセンター　錆0120-13-8160

① 8 :00

②11:30

③16:00

④19:30

⑤22:30

※ビデオ
　テープ
　貸出可

問い合わせ　消防本部　緯38-2095 問い合わせ　スポーツ・青少年課　緯22-0358

芦屋川にそって

　芦屋川は市内で最も大きい川で、長さは６㎞余りです。その源は、芦屋北西の六甲山地で、西宮市との

境にある 白山石宝殿 あたりにあり、芦屋川の本谷を南に流れ、奥山の蛇谷や黒越谷などの谷水を併せ、水
はくさんいしのほうでん

車谷を過ぎ、高座川と合流して川幅が広くなり、阪急芦屋川駅付近から一直線に南の海へと流れ込んでい

ます。芦屋川には９つの橋がかかり、川沿いに北へ辿っていきますと 鵺塚 橋をはじめ公光橋、業平橋、月
ぬえづか

若橋など、芦屋の歴史や伝説の跡がいくつも残っています。

■旧山邑邸住宅(淀川製鋼所迎賓館)

　芦屋川の左岸の小高い木立の中に、国指定の重要文化財「旧山邑邸」が見えます。この住宅は、帝国ホ

テルを設計したことでも知られるアメリカの建築家フランク・ロイド・ライト氏の設計で、現存する住宅

では唯一のものです(大正13年完成)。現在は淀川製鋼所の迎賓館ですが、定期的に公開されています。

■「細雪」の舞台を散策

　阪急芦屋川駅北側に架かる桜橋をわたり、芦屋川左岸を開森橋へと歩

いていくと、枝垂桜の下に「細雪」と刻まれた谷崎潤一郎の文学碑が見

えてきます。この文字は、「細雪」のモデルでもあり最愛の妻でもあった

松子夫人の手によるものです。

■高浜虚子・年尾・汀子親子三代句碑

　月若橋の南西・月若公園には高浜虚子・年尾・汀子の親子三代の句碑が建っています。ここに建てられ

たのは、虚子の跡を継いで句誌「ホトトギス」を主宰した高浜年尾氏が、かつてこの公園の西に住まいを

構えていたことによるのでしょう。平成12年（2000年）、芦屋川河口にほど近く、大きな邸宅や洋館の並ぶ

平田町に「虚子記念文学館」が建てられ、現在、稲畑汀子氏が館長を務められています。

■在原業平の歌碑

　芦屋川の左岸、大正橋のたもと近くの松ノ内緑地に、平城天皇の皇子・阿保親王の第５子で六歌仙のひ

とりに数えられた歌人・在原業平の歌碑があります。碑には、「世の中にたえて桜のなかりせば　春の心は

のどけからまし」という歌が刻まれています。

■芦屋公園と松

　芦屋川の左岸、国道43号より南の松林一帯は芦屋公園と呼ばれています。ここは、大正６年に芦屋川遊

園地として開かれ、上流の開森橋や山手町付近まで松林が続いていました。芦屋川の松は、自然に育った

ものばかりでなく、昭和10年には業平橋まで川沿いに400本もの松が植えられています。

■文学や和歌に謳われた白砂青松の地

　古来、歌名所として知られた芦屋ですが、近代となっても、谷崎潤一郎の「細雪」や「猫と庄造と二人

のをんな」をはじめ、芦屋を舞台にした作品を見ることができます。

　「河原も道路も蒼白い月影を浴びて、真白に輝いていた。対岸の黒い松林蔭に、灯影がちらほら見え

た。道路の傍には松の生い茂った崖が際限もなく続いていた。…」これは、大正９年に芦屋が近代文学に

描かれた最初の作品、徳田秋声の「蒼白い月」の一文です。精道村だった頃の住宅地風景とともに、芦屋

川の景観が見事に描かれています。

■鵺塚の伝説

　昔、近衛天皇が原因不明の不思議な病にかかられた時、源頼政という弓の名手が、妖怪変化の鵺を京都

二条院で討ち取り、天皇の命を救いました。その鵺の死体を丸木舟に乗せて加茂川に流したところ、淀川、

大阪湾を流れて芦屋の浜に漂着しました。これを見た里人たちは、たたりを恐れねんごろに葬り、「ぬえ

塚」を造ったとされています。芦屋公園の一隅にある「ぬえ塚」は、大正年間に造られたものですが、こ

の伝説は平家物語にみられるほか、室町時代の世阿弥が創作した謡曲「鵺」としても著名です。

　宮川は打出川また都川ともいい、昔は呉川と呼ばれていました。長さは３㎞余りです。その源は剣谷あたり

に発しており、岩場を流れて、水道橋（岩園小学校南）付近で朝日ケ丘や東山の支流と合流して川幅が広くなり、

シーサイドタウンを経て海へと流れています。国道43号より南の呉川町や西蔵町あたりは、昭和初期には立派

な松並木のある打出の名勝地でした。宮川という名は、昔、下流に金毘羅神社があったため名付けられました。

宮川にかかる17の橋のうち、シーサイドタウンにかかる宮川大橋は最も長い橋です。

■芦屋神社

　黒松、赤松、樫などに囲まれた境内には、７世紀の横穴式石室をはじめ、猿丸太夫の墓と伝えられる宝塔、

猿丸安時の歌碑など、芦屋の生活文化を彩る史跡が多く残っています。

■阿保親王と芦屋

　阿保親王は、平城天皇の第一皇子で桓武天皇の孫にあたり、在原業平の父にあたります。

　国道43号より北側の打出町に、阿保山親王寺があります。この寺の言い伝えでは、承和11年(844年)に阿保親

王の別邸跡に建てられた親王の菩提寺であるとされています。

　江戸時代、長州藩の毛利家は親王の 末裔 であるとのことで、参勤交代の行き帰りには必ずこの寺とお墓(阿保
まつえい

親王塚・翠ケ丘町)にお参りしたということです。

■金津山古墳

　「打出名所は数々あれど、わけて名高い黄金塚」と 謳 われた打出の里の金津山古墳には、阿保親王が村人の
うた

ために財宝を埋め、万一の 飢 
き

 饉 に備えたという伝説の塚。金塚、黄金塚とも呼ばれています。
きん

■打出合戦と大楠公戦跡地の碑

　阪神打出駅を北へ、国道２号沿いを東へ200m行ったところに、その碑はあります。このあたりは、古くから

京都を守る西の要地として、また大阪・京都への分岐点として交通上で重要な土地でした。そのため、この地

を舞台とした戦いも数多く行われ、中でも足利尊氏と楠正成が戦った打出合戦は「太平記」やその他の古書に

も残されるほどの激戦でした。碑は、敷地は当時の所持者・斎藤幾太氏の寄付、経費は村内の有志の寄贈によ

って、昭和10年に建立されました。

■富田砕花旧居

　阪神打出駅の南西には、谷崎潤一郎が３年間居住し、のちに

兵庫県の文化の父といわれた詩人富田砕花が住居とした富田

砕花旧居が静かに建っています。戦禍による焼失や震災など

で、昔の面影を残すのは粟石づくりの塀や門構え、そして庭に

配された木々と春日灯篭のみですが、歴代の富田砕花賞受賞の

詩集が陳列された一隅を見守るように、仙人のような詩人富田

砕花氏の写真が飾られています。

■打出浜と湾戸

　打出浜は、明治初期頃までは白砂青松の景勝地でした。明治中頃になると、神戸・大阪や西宮で築港工事が

行われ大きな防波堤ができたことなどにより、広々とした砂浜は減少していきました。

　また、明治中頃までは阪神打出駅南側付近から海岸まで、近世船舶の出入りに使用されていた湾戸と呼ばれ

る大きな３つの池があり、池の周囲には大人の背丈ほどもの葦が風にそよぎ、打出の浜らしい景勝を見せてい

たようです。

問い合わせ　国体推進室　 38-2056
消防出初め式

■日時　１月８日（日）①午前９時～９時20分②午前９時30

分～９時40分③午前10時～11時15分　■内容　①【消防団

による管内パレード】消防団管内（山手・岩園・精道・打出）を

消防団車両が管内パトロールを実施②【消防本部・消防団

合同パレード】山手幹線（宮川から精道奥山線まで）を消防

本部・消防団車両が火災予防広報パレード③【式典】優良

消防団員表彰等・少年消防クラブによるお神輿パレード・

芦屋市吹奏楽団による演奏(会場・精道小学校体育館)

※雨天時は式典のみを実施。＜写真コンテストは中止＞

平成１８年　成人式
■日　時　１月９日（月・祝日）午後１時～２時（０時30分開場）　

■会　場　ルナ・ホール

■対　象　昭和60年４月２日から昭和61年４月１日の間に出生された

　　　　　かた(平成17年12月１日現在住民登録されているかたには

　　　　　年賀はがきでご案内しています)

■お願い　車でのご来場はご遠慮ください／平服でお越しください／

　　　　　会場入口が大変混雑いたしますのですみやかにご入場くだ

　　　　　さい／会場内では携帯電話や私語は慎んでください。

宮川に沿って

芦屋川に沿って

芦屋の文学碑・史跡・伝説の地　散策マップ

業平歌碑 芦屋川の雪景色 芦屋公園

ライトアップした旧山邑邸

芦屋神社
宮　川

阿保親王塚

問い合わせ　広報課　 38-2006


